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２０２３年２月２８日 Vol.２１０  

１－３月ＩＰＯは一気に１６銘柄 

 

 前号においては今年１－３月のＩＰＯ銘柄数について昨年の１５銘柄を下回るような

ニュアンスでお伝えしましたが、その後、銘柄が追加され１６銘柄と昨年を上回ることに

なりました。昨年のＩＰＯは２月３日のＲｅｃｏｖｅｒｙ（９２１４・Ｇ・訪問看護サー

ビス）から始まりましたが、残念ながら公開価格３０６０円に対して時価は１８００円台

と大きく値下がり。これに続くセイファート（９２１３・Ｓ・美容サロン向け人材支援）

も時価は公開価格を下回っており、今年も１－２月のＩＰＯ２銘柄には初値やその後の高

値形成後の調整の動きが見られます。今年の第１号ＩＰＯ銘柄は１月２６日のテクノロジ

ーズ（５２４８・Ｇ）でしたが、これに続き２月２２日にはプライム・ストラテジー（５

２５０・Ｓ）が上場。いずれの銘柄も初日には寄らずにスタートするなど賑やかでホット

なＩＰＯ市場の姿が戻ってきたとの印象でしたが、その後は波乱の展開が見られます。 

ＩＰＯ銘柄投資にとって大事なのは数よりも中身。既に本サイトや開示資料をご覧にな

っている皆さんも多いかと思いますが筆者が吟味したところによると３月２２日以降登

場するＩＰＯ銘柄もなかなかユニークな銘柄が含まれているようです。 

まず利益成長の視点では雑誌「ハルメク」、動画や講座の配信サービス「ハルメク３６

５」を提供する「情報コンテンツ」事業、物販事業を展開するハルメクＨＤ（７１１９・

Ｇ・３月２３日公開）の伸びが顕著で、前３月期経常利益１１．７億円が今３月期３Ｑ経

常利益２０億円と急拡大しており、注目が集まりそうです。また、同日ＩＰＯのアイビス

（９３４３・G）もモバイルペイントアプリの開発、サービス運営を行うモバイル事業の

成長で業績拡大中。ソフトウェアのテスト・品質検証サービスを行う日本ナレッジ（５２

５２・G）は１９８５年の設立で比較的社歴が古いという印象ですが、業績拡大中でＳＨ

ＩＦＴ（３６９７）など既存の比較上場企業が急成長で高い評価を受けており、注目され

る要素がありそう。また、VTuber のキャラクターIP 開発や VTuber プロダクション運

営を行うカバー（５２５３・G）はＶＴｕｂｅｒ関連で２社目のＩＰＯ。ＥＰＳは３Ｑま

でで２１．５円に留まるが業績急拡大中で関心は高いと推察。 

DXにかかるデジタルコンサルティング事業を展開する２００６年設立のモンスターラ

ボ HD（５２５５・G）は２８日にＩＰＯ予定。２５社の連結子会社の持株会社で売上拡

大中だが利益はまだ赤字。日本郵政キャピタル、パソナが株主。ＶＣ保有株も多い点はネ

ックと言えます。３月３１日に上場予定なのが障害者総合支援法に基づく障がい福祉サー

ビス事業を展開するココルポート（９３４６・Ｇ）で２０１２年設立。川崎に本社を置き

業績急拡大中。社員数６２７名で社長はリクルート出身。４月４日には電子マネーを中心

としたキャッシュレス決済サービスを展開する三菱商事系のトランザクション・メディ

ア・ネットワークス（５２５８・Ｇ）がＩＰＯ。トヨタ系の金融子会社も株主に入ってお

り、注目されそうだ。        （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


